
5.令和８年度 学校経営計画表
１ 学校の現況 

学校番号 中等１ 学校名 県立勝田中等教育学校 課程 全日制 学校長名 下山田 芳子 

教頭名 前期課程：細谷 泰子 後期課程：佐藤 健太郎 事務（室）長名 川﨑 敦司 

教職員数 教諭 
 養護 

教諭 
2 

常勤 

講師 
2 

非常勤 

講師 
 

実習教諭、実

習講師、実習

助手 

１ 事務職員 4 技術職員等 ５ 
 

 

生徒数 
学科 

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計 合  計 

クラス数男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 

普通科 55 64 59 60 60 60 58 55 59 56 58 53 349 348  18 

２ 目指す学校像 

３ 三つの方針（スクールポリシー） 

育成を目指す資質・能力

に関する方針 

(グラデュエーション・

ポリシー) 

①主体的な学びを通して、知識・技能を活用することができる生徒を育

成する。

②探究的な姿勢で、新たな創造をすることができる生徒を育てる。

③豊かな人間性にあふれ、多様な人々と協働することができる生徒を育

成する。

④個々の夢の実現に向けて、挑戦し続けることができる生徒を育成す
る。

教育課程の編成及び実施に

関する方針 

(カリキュラム・ポリシー)

①カリキュラム・マネジメントに努め、学校教育活動全体で教科等横断的

な学習を推進するとともに、個に応じた学習や課題解決型学習を促進

する。 

②「主体的・対話的で深い学び」を推進した教育活動を通して、グロー

バル社会に対応できる「課題を発見する力」「発見した課題を分析し、探 

究する力」「解決に向け、試行錯誤しながら実行できる力」等を育成する。

③探究活動や国際教育、科学教育等に重点を置いた「開かれた教育課程」

を実現させることで、生徒同士、あるいは地域の方々をはじめ多様な

他者と協働しながら、持続可能な社会の創り手となる資質・能力の基

礎を培う。 

④生徒一人一人の個に応じた学習指導とキャリア教育の推進を通して、

諸依頼の夢を叶える上で難関大学や海外大学等への進学を実現させ

る。

入学者の受入れに関する

方針 

(アドミッション・ポリ

シー)

①幅広い知識と柔軟な思考力に基づいて的確に判断することができる生

徒

②他者と切磋琢磨しつつ互いの立場や考えを尊重しながら共に協力し合

える生徒

③何事にも最後まであきらめずに挑戦し続けることができる生徒

グローバルな視野と起業家精神を兼ね備え、自ら人生を切り拓くとともに、「地域」と「世

界」をつないで地域創生に貢献するグローカルリーダーを育成する学校 

計 69 44 11 



４ 現状分析と課題（数量的な分析を含む。） 

項目 現状分析 課題 

学習指導

・タブレット端末等の ICT を活用した

授業について、その有用性を引き出し

た授業実践できてきている。

・家庭学習の習慣化が図れるように、手帳

を活用した学習計画を呼び掛けてい

る。また、ICT 機器等を活用した反転

学習など、授業と家庭学習とをリンク

させ、家庭学習習慣が身に付くよう努

めている。

・各教科の授業で学習支援アプリ等を効

果的に活用し、課題解決に向けた対話

的・協働的な学び合いを積極的に取り

入れている。

・対話的・協働的な学び合いを実現するた

めに、ICT 機器を活用した指導法の工

夫・改善に努める。

・中学校・高等学校学習指導要領に基づい

た、中高一貫教育校としての６年間を見

通した教育課程の編成と指導計画に基づ

き教育実践を深化させる。

・カリキュラムマネジメントを踏まえた指導 

と評価方法を確立する。

進路指導

・総合的な学習の時間（未来探究）を中心

に、グローカルリーダーの育成を図って

いる。特に GCP の授業では、生徒が積

極的に取り組み、自己理解や他者理解、

多様性などへの理解を深めている。

・キャリア教育関連行事を通して、生徒が

自分の将来の在り方や生き方について

考える機会を多く設けている。

・授業や各種行事等の企画・運営におい

て、外部との連携を進めており、開か

れた学校づくりに努めている。

・キャリアプランニング能力の育成を図るた

め、学習と探究活動の６ 年間の系統的な

指導を展開する。

・生徒の高い志を育て、一人一人の様々な進

路希望の実現のために、自ら調べ、探求す

る態度を育成する体験の場を用意し、生徒

の取り組みを支援することで、社会の一員と

しての役割を果たし、自立して生きていくた

めに必要な能力や態度を育成していく。

生徒指導

・生徒指導提要の改訂により、細部にまで

目を配る指導体制がより整備され、予防

的・開発的な指導が行われている。特別

指導を受ける生徒や、服装等で繰り返し

注意を受ける生徒もほとんどいない。

・登下校時の交通事故は減少傾向にある

が、自転車の乗り方等の交通

マナーや、事故時の対応に課題がある。

・特別な配慮を要する生徒と関わった経験が

少ない教員もいるため、特別支援学校巡

回相談事業を活用するなど、特別支援学

校との連携を図りながら、具体的な対応

の仕方について研修を進めていく。

特別活動

・学校行事は高校生、後期課程生徒がお手

本となり活躍する場面が多く見られた。

後期課程生徒と前期課程生徒が生徒会活

動や委員会活動で充実した生徒会活動、

委員会活動を行うためにも、時に単独で

実施することも必要であると考える。

・部活動の地域展開が今年度より本格的に

始まり、施設利用の在り方や連携をどの

ように円滑に進めていけばよいか、学校

全体で模索しているのが現状である。

・行事や部活動、さまざまな学校生活の場面
において、後期課程生徒との幅広い異年
齢での集団活動をとおして、自治的な活
動の体験や社会性を育むための効果的な
特別活動の在り方を工夫、改善していき
たい。

・中等教育学校が完成し、前期課程と後期課
程がそれぞれの発達段階に応じて個別に
実施した方が効果的なものと、全体で強
みが発揮できるものとを適切に峻別し、
お互い充実した学校生活が送れるような
行事や集団活動を企画、運営していきた
い。

・部活動の地域展開が今年度より本格的に始
まり、学校と地域との連携を効果的、効率
的に実施するかが課題である



５ 中期的目標 

６ 本年度の重点目標 

重点項目 重点目標 

１ 豊かな心の

    育成 

①「時を守り、場を清め、礼を正す」を徹底し、規範意識の高揚を図る。

②道徳教育等を推進し、学校生活における様々な規則を遵守し、自他の生命を

尊重する意識の高揚を図る。

③国際教育を推進し、豊かな国際感覚を身に付けるとともに、異文化理解の促

進を図り、多様な人々と協働しようとする態度を養う。

④学校行事や生徒会活動、探究活動等を通じて異年齢交流を推進し、社会性の
基礎を培う。

２ 確かな学力

    の涵養 

⑤中高一貫教育校としての強みを生かし、６年間の体系的な教育課程と指導計

画を着実に実践することで、ゆとりを持った生徒が着実な学びを保障に努め

る。

⑥主体的な学びを通して、知識・技能を確実に習得するとともに、これらを活

用することができる思考力・判断力・表現

力を育てる。

⑦英語イマージョン教育の導入により、より高い英語運用能力を育成し、海外を

視野に入れた進路選択も可能にする。

⑧ICT 機器等を活用した学習課題の提示など、家庭学習習慣の確立を図る指導

の充実に努める。

幅広

い働

き方

の実

現 

・令和７年度時間外在校等時間の「月平均時

間」、「月平均 45 時間超過者割合」、「月平均

80 時間超過者割合」については、改善傾向に

あるが、高い傾向にある。依然として各種会議

に長時間を要しているため、校務に支障が出て 

いるのが現状である。また、超過勤務時間へ

の意識はあるが、行事の精選など努力はして

いるが、必ずしも校務が減っていないのが現

状である。

・長時間労働の未然防止のため（マインドセ

ットも含む）、仕事の効率化を図る必要があ

る。

・業務の負担軽減について、意見収集や交換の

機会を設ける。

・見通しをもった起案や立案を目指し、協議が

必要なものはできるだけ運営委員会で行うこ

とを目指す。

１ 探究活動や国際教育、科学教育等に重点を置いた教育を展開し、豊かな人間性と「起業家精神」を 

兼ね備えた地域のリーダーや世界に飛び立つ  人財を育成する。 

２ 主体的な学びを通して、生徒の課題発見、解決能力や言語的表現能力などの多様な能力の育成を図 

り、教養と知性溢れる生徒の育成を目指す。 

３ 教師一人一人が、指導内容に関する専門性の向上と指導方法の工夫改善に努め、より質の高い授業 

を展開することによって、生徒一人一人に確かな学力を保証する。 

４ 学校行事や部活動、奉仕活動を通じて異年齢交流を積極的に推進し、社会に貢献するリーダーとし 

ての資質を育成する。 

５ 広報活動を充実させ、保護者や地域への情報発信に努め、地域から信頼される開かれた学校づくり 

を目指す。 

６ 各分掌における仕事内容の整備を図り、生活と仕事の両立・調和のためのライフ・ワーク・バラン 

スを推進する。 



３ 進路指導の充

実 

⑨生徒の高い志を育て、一人一人が自らの可能性に挑戦し、国外も視野に入れた進
路選択を可能にする進路指導体制の構築に努める。

⑩学習と探究活動の系統的指導を通して、キャリアプランニング能力の育成を図る。
⑪課題を発見し解決する力や自己管理能力の伸長を促し、生徒一人一人の目標実現に
向けたキャリア教育を推進する。

４ 特別活動の活

性化 
⑫学級活動や生徒会活動等で生徒が主体的に取り組む場面をより充実させ、自主・自

立の精神の高揚を図る。

⑬日常生活上の諸問題を生徒が自ら気付き、解決する自発的・自治的な活動の充実

に努める。

⑭未来探究における多様なプログラムや学校行事の活性化を図り、生徒の非認知的能

力の向上に努める。
⑮学校、家庭及び地域における学習や生活の見通しを立て、フィードバックしなが
ら、新たな学習や生活への意欲につなげたり、将来の生き方を考えたりする活動
を推進する。

５ 連携の強化 ⑯生徒の声、保護者の声、地域の声を真剣に受け止め、連携・ 協力して問題を解決

する体制づくりに努める。

⑰「「地域」や「企業」、「大学」等との連携を強化し、多様な人々と関わりを通して学びを 

広め深める「開かれた学び」を推進する。 

⑱年次会を充実させることにより、職員間の報告･連絡･相談･確認･記録の徹底を図る。 

⑲部活動の地域移行を推進する。 

⑳グローバル教育、プログラミング、起業家精神教育にお
ける外部団体との連携を推進する。

㉑高等学校 DX 加速化推進事業を活用し、デジタル人材育成に向けて各大学や企業と 
の連携を推進する。 

６ 広報活動の充

実 

㉒毎月の学校便りや年次便りの発行など、保護者や地域住民への情報発信を積極的に 

行い、本校の教育活動に対する理解と協力の獲得に努める。 

㉓イベント参加、学校公開、小学校訪問や塾訪問を充実させるとともに、HP の更新 

と内容の充実に努め、本校の特色等を積極的に発信し、広く周知する。 

７ 働き方改革の

実践 

㉔長時間労働の改善に向けて、ICT 化を推進し、仕事の効率化を図り、定時退勤を目

指す。また、積極的に休暇を取得し、心身の健康維持に努める。 

㉕職員間の連携の主軸として教務主任を置き、連携しながら校務を進める。 
㉖改編期検討委員会において、業務の負担軽減や効率化に向けた話合いの機会を設 

ける。 

８ 授業改善 ㉗職員で相互授業参観を行い、Katsuta Style の授業（ICT の効果的な利用、探究 

の過程を意識した授業の構成）の在り方を研修していく。 

㉘定期的に生徒による授業評価を行い、生徒の学習に対する有用間や満足度を意識し 

て、授業の授業に対する意識の実態把握とし、更なる授業改善に努める。それによ 

り、授業の満足度の平均値が3.5点以上になるようにする。 
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